■登山道を走るトレイルランニング　　神奈川支部■
　昨年11月、関東ブロック協議会で、神奈川支部は登山道を走るトレイルランニングの問題に

いて報告をしました。この問題は、全国の山岳地に共通する問題かと思います。　
　トレイルランニング（トレイルラン）はどんな競技なのでしょうか。これは10～100kmの登山道を数百から千人を越える人が、一度に集団で走り抜ける競技です。例えば富士登山競技、北丹沢山岳耐久レース、おんたけウルトラレース、黒部ダム-立山、高尾山等、全国で行われ、先駆けは嘗て国体種目であった「登山競技」から始まりました。トレイルランはタイムレースが基本で、若い人に人気があり、自然の中を走る爽快感と厳しいレースを完走した充実感が魅力とされ、今では全国で年に60回以上の大会が開かれています。
　狭隘な登山道を多数の競技者が占拠し、走り抜ける事に対し、山岳団体等から一般登山者を危険に巻き込む、登山道を荒廃させる、周辺の植生に悪影響が出ると反対意見が出ています。谷川岳や箱根では国立公園の自然保護の観点から問題が大きくなりました。野鳥保護の観点からも人為的な擾乱で繁殖活動や棲息に大きな影響が懸念されます。

　神奈川支部では３年程前からこの問題に取り組み、箱根山山岳耐久マラソンでは環境大臣、知事、地元町長、実行委員会に国立公園の特別保護地区及び第一種特別地域を競技コースから外すようコース変更を求める要望書を提出しました。当支部の浜口哲一顧問は「タイムを競いあう競技は山の楽しみ方の一部に過ぎず、山の利用方法としては偏っている。色々な山の楽しみ方、利用の仕方があることを知ってもらう必要がある」「五感を使って山の自然をもっとスローに楽しめば、結果として人の感性が高まり、体も鍛えられていく。それが山の楽しみ方の基本では」「自然や生態系への影響を最低限にとどめることが鉄則で、既設の林道を利用するとか、コースの代替案の検討も必要である」と指摘されています。
　その結果、12団体で組織する「箱根地域歩道利用のあり方打合せ会」は同地域の歩道利用ガイドラインを出しました。その中に「集団で歩道を利用する場合には、一列歩行をし、他の利用者や動植物には細心の注意を払いましょう」ともあり、実行委員会は見直しを余儀なくされ、大会中止となりました。また、神奈川県も「自然公園内でのトレイルレースは好ましくなく、レースそのものの再考やコース変更を主催者に要請し、登山道の適切な利用を促す」としています。 

　私たち神奈川支部をはじめ、全国の野鳥を愛する人達は趣味として自然の中を走りたいという趣旨は尊重しつつも、自然環境への影響が大きいレースについては、中止やコースの変更の提言を続けていきましょう。 
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